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・「登録状況」及び「登録番号」を記載してください。
・「取組みの状況」には、前回登録申請した際の重点的な取組みの実施状況や指標の達成状況を記載してください。指
標が未達成の場合は、その理由等も記載してください。
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＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞

三側面
取組みの状況 前期の指標 実績

（分野に☑）

・「SDGsに関する重点的な取組み」には環境・社会・経済の三側面の全てについて、重点的な 取組みを記載してくださ
い。なお、取組みが複数の分野に該当する場合は、それぞれの分野に チェックを入れてください。
・「指標（更新時に向けた数値目標）」には、それぞれの取組みに対する「目指す姿」の実現を念頭に、 更新時までの数値
目標を記載してください。
・「パートナーシップ」には、企業やNPO法人、行政など関係機関との連携があれば記載してください。

○　SDGsに関する重点的な取組み及び指標に係る進捗状況（※更新の場合のみ。）

○登録状況：第 期登録（登録年月日：令和

連携する教育機関としては、地域内では芦北町立大野小学校や芦北高校、地域外では熊本県立大学や崇
城大学など、これまで連携してきた各教育機関とともに、教育的視点からできることを行っていく。その他
にも、これまで連携してきた地元の様々な事業者らとともに、パートナーシップを取りながら様々な取り組
みを行っていく。

環境
NPO法人と連携して
①障がいや高齢などにより、住み慣れたふる里での暮らし
が困難となる方々に対して、医療的介護的支援を行ってい
く。特に中山間地域において不足する医療介護の側面にお
いて、専門家集団としてできることを行っていく。

②中山間地域における移動や食事が困難となった方々に
対して、移動支援や食の支援を継続的に行っていく。その
際、行政機関と共に連携を図りながら支援を行っていく。

①医療的また介護的支援を行っ
た年間の延べ人数5,000名以
上を目指して行っていく。（現在：
約3５00名）
②移動支援者の年間延べ件数５
０件。食の支援対象者の年間延
べ件数3,000件以上を目標とし
ていく。（現在：移動支援：約30
名。食支援：約2000件）

社会

経済

NPO法人と連携して
①地元小学生と炭窯・炭焼き体験を通して、身近にある資
源の尊さや豊かさに気付ける人材の育成を行っている。

②地域内の自治で運営を行う自治図書館。事業所がある
一角を地域の子供たちの第３の居場所として、大学や小学
校等共に連携して立ち上げ運営。地域内での子供たちを見
守り、また成長を促していくような場にしていく。

①年間の小学生～高校生が関わ
る延べ人数として、５０名を目指
していく。（現在３０名）
②年間の子どもを含めた利用者
の延人数として、300名を目指
す。また、ここに関わる大学生等
の人数についても、延人数50名
を目指していく。（現在：約200
名）

社会

経済

環境

エネルギー使用量やCO2排出量を把握し、削減に取り組
む。

エネルギー使用量やCO2排出量
を5％以上の削減に取り組む。
(2022年度比）

社会

経済

三側面
SDGsに関する重点的な取組み

指標
（更新時向けた数値目標）（分野に☑）

事業者名： 有限会社　美里在宅支援事業所

＜2030年のSDGs達成に向けた経営方針と目指す姿＞

様々な障害を持っても住み慣れた故郷で暮らしていくことが出来るよう、介護保険事業にて専門職集団に
よる医療的介護的支援を行っていく。また、受け皿となる地域に対しても、地域内外の様々な団体や教育
機関等と連携して、中山間地域の様々な地域課題を解決していきながら持続可能な地域社会の構築を目
指していく。

＜SDGsに関する重点的な取組み及び指標＞


